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幼見のストレスと保育者の働きかけ

高稿 )1顕子本・橋本 多恵村・首藤敏元付*
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本研究の目的は、保育者の受容と非受容的な轍きかけをごっこ遊びの中で示し、幼児の遊びと

の変化を諜査し、保育者の働きかけと幼児のストレスの関連を検討することである。5歳児 34名を対

象に、実験者 2名、幼児 l名によるパペットを用いた侶別語接を行った。 2つのシナリオに沿い、 f受

容Jと「非受容」のそれぞれの場面で、具体的な行動を記録し、幼児の気持ちをインタビューした。

場面ごとに記録した具体的な行動について、カテゴリーに分類し、カテゴリーごとの度数と割合を比

較した。さらに、質需への回答と自答に要する回数を得点化したものについて、受容場面と非受容場

臨で、対応のある t検定を行った。その結果、受容場面での幼児は Ipositiveな感情」を表すことが

多く、非受容場面ではInegativeな感情」が比較的多かった。遊び場面であっても、保育者の働きか

けにより、幼児がストレスと感じることがあることが示唆された。

I 問題と目的

現代社会はストレス社会と言われている。う

つ病、心身症、過労自殺などの社会病理が問題

となっている。幼児もストレスを受け、意欲的

な成長が組饗されていると仮定できる。本研究

は、幼児のストレスと保育者の働きかけの関連

を検討することを目的とする。

幼児のストレス反応では、泣く、たたく、指

しゃぶり、頻尿などがあげられることが多い。桜

井 (1998) は、幼児のストレスの特徴を次のよ

うに述べている。幼児期前期 (4歳ぐらいまで)

は、ストレッサーに樹えることができないため、

ストレッサーをこうむるとすぐにストレス反応

が生じるという点である。幼児期前期に多いス
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トレス反応、は、たたく、ける、つねる、泣く、叫

ぶ、熱が出る、吐く、物が食べられない、など

がある。幼児期後半 (4歳以後)になると、「が

まんすること(自己コントロールずること)Jが

身につき、幼児期前期のような「ストレッサ-J

→「ストレス反応Jという簡単な図式が見えな

くなることである。「じっとこらえるjという我

慢の反応となる。幼児期後期に多いストレス反

応は、夜鼠、頻尿、日露吐、下痢、指しゃぶり、爪

亥かみ、脱毛、登関拒否などである。

最近、進展が目覚しい脳科学からの分野から

も、幼児のストレスについて追記しておきたい。

吉陣・富摺・山口・松本 (2005)は、脳内シス

テムは、生後、発達過程で形成され、幼児期に

受けたストレスが成長後における抑うつや心的

外傷後ストレス などの精神疾患の背景と

なっている可能性があるとし、行った研究が社

会的問題の背景をなす精神疾患と幼児期のスト



レスとの関係を解明する上で、 あるもので

考えると述べている。また、尾仲(2005)は、幼

若期体験は、その後のストレス反応を長期間に

わたり変容されることが知られ、幼若期に虐待

を受けると、大人になってからストレス反応が

増強すると述べている。これらのことから、幼

児期からのストレス研究が必要であると考え

る。永江 (2004) は、脳科学と発達心理学の知

見を事機的、整合的に結び、つけることを提案レプ

た。例えば、愛情が、 A-I0神経を通して大脳辺

縁系とともに前頭野の動きによって経験される

感情であることは、ブロイトによって示された

人格の心理性的発達をその視点から考えると

味深いと述べている。幼児期は、脳、心身と盛

んに発達する時期なので、ストレスにより、幼

児の健やかな成長が損なわれないようにしてい

くためにも、幼児のストレスについては、様々

な視点からみていく必要があると考える。

保育現場における幼児のストレスに関する研

究として、嘉数・芥上・ (1994) は、幼児

にとってのストレス因となり得る出来事及びそ

れに対する幼児の対処行動に関する知見を得る

ことが必要であると考えた。そこで、予錆謂査

として保育者に幼児が幼稚園で経験すると思わ

れる心理的ストレス場詣及び幼児によく見られ

る対処行動について、オープンエンド形式で調

査を行った。その結果、最も頻度の高い心理ス

トレス場面は、男女とも対友人関係で、その次

に成入場面であることが明らかになった。次に、

ストレスフルであるとされた対友人場面から、

仲間はずれの物語と喧嘩の物語を設定して、 29

名の(男子 15名、女児 14名、平均年齢6歳 3ヶ

丹)を対象に調査を行った。その結果、幼児に

おいても、対人関係においてストレスフルな経

験をすることが、明らかになった。ソーシャル

サポートは、ストレスフルの状況において有力

な陪題解決の手段、ネガティフ+な感情への緩衝

手段として認知されていた。サポートを求める

対象は教師であった。年齢が増加するに伴って

「註接問題解決行動jが多く使用された。高辻

(2002)は 幼児の園生活におけるレジリエンス

尺度の作成と対人葛藤場面への対応による妥当

性を検討した。小林 (2003) は、幼樵闘生活に

おけるストレッサーの存在を確認し、幼児がど

のような対処行動をとっているか、その概要を

調査することと、対処行動の発達的変化やj生差

を検討し、さらに、ストレス対処行動の個人差

(対処行動のパターン)によって幼児をいくつか

のタイプに分類し、それぞれの幼児に応じた保

育者の支援のあり方を検討した。その結果、幼

稚閣の生活において、子どもたちはさまざまな

ストレス場面に対峠し、対処していることが示

された。 5歳先になると対処行動を使用できる

こと、さらに女児は告発的に保育者や友達にサ

ポートを求めるが、男子は行動的回避を行うこ

とが示された。保育者は子どもが幼稚園の生活

において不快な情動を感じたとき、良いサポー

ターとして振舞うことが大切であり、特に、 3、

4歳児は対処行動が限定されているため、保育

者がストレス場面を察して子どもに関わること

が大切であると述べている。小花和 (2004) は

日常事態における幼児の心理的ストレス反応と

レジリエンスについて調査を行った。これらの

先行研究では、幼児のストレスの測定方法は、ほ

とんどが保育者の自を還して幼児のストレスを

測定したものであり、直接、顔定したものは、

数・井上・白石(1994)の研究のみであった。こ

れらのことから、産接、幼児の心理的な鴻定方

法に関する先行研究が少ないと言える。小林

(1993)は幼児の対人葛藤場面における社会的コ

ンピテンスの研究で、人形を用いた実演反応と

雷語反応による測定を行い、実演法には主張性

が反映されやすいという利点があることを示し

た。言葉の発達がまだ、十分ではない幼児期に

とって、言葉だけでなく実演法をいれ、幼児の

心理的な測定をする試みは、方法論上有効であ

ると考える。

保育園や幼稚園などの保育現場において、保

は人的環境としての大変重要な役割を果た

し、幼児の成長に大きな影響をあたえる。教部
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は幼児が精神的に安定するためのよりどころと

なることが重要である。保育者は幼児のストレ

スについても大きな影響を及ぼすと考える。保

育者の働きかけについての研究は、保育現場に

おいては、観察法を主として多く行われている。

保育者は、幼児が主体的に生活できたか、発達

に却した援助はできたのか、日々、評価・反省

をすることが不可欠である。幼児の姿をどのよ

うに観るかが重要である。保育は、 f一人一人の

幼児を大切にするJという姿勢から、ミクロな

見方が重視される。閣内研究会や毎臼の保育記

録により、各関、或いは個人でかなり多くの情

報や知見が蓄積されている。これらの研究の成

果は、幼児理解を深めたり、各保育現場の実態、

に即した保育の手立てを考えたりすることに有

効に科用されている。本研究では、ストレス社

会と保育の関連を広く考えていくため、マクロ

的な見方への試みとして、条件設定のある実験

を揺いて、保育者の働きかけの違いによる幼児

のストレスの測定を行うことにする。

保育者の働きかけのあり方について、文部省

(1999) は、「教師は幼児とかかわる中で、幼児

の感動や努力工夫などを温かく受け止め、励ま

したり、手助けしたり、相談相手になったりす

るなど心を通わせながら、望ましい方向に向

かつて幼児自らが活動を選択していくことがで

きるよう、きめ細やかな対応、をしていくことが

大切であるJ(p. 169)と述べている。河野(1998)

は、小学校2年生を対象とした研究であるが、親

和的手がかりの高い教師が子どもの学習成績に

べている。このような状況において、保育者の

働きかけが幼児のストレスを引き起こす原田と

もなりうる。そこで、本研究は筆者の保育経験

と保育観察から、日常場面で想定される「受容」

とはド受容的」な保育者の働きかけをごっこ遊

びの中で示し、幼児の遊びと言動にどのような

変化があるかを調査し、幼児のストレスと保育

者の働きかけの関連について検討することにし

た。

II 方法

1 対象者

東京都内私立幼韓間 5歳児 34名が調査に協

力した。

2 実施日ど面接手続き

2004年 11月から 12丹にかけて、通常の保育

時間中に、圏内の一室で{閤別面接を行った(実

験者 2名、幼児 1名)。最初に実験者と幼児が挨

拶や簡単な会話を交した。続いて、「森の幼稚閤」

であることを提示し、幼児にいくつかの動物パ

ベット(うさぎ・たぬき・きつね)の中から好

きな動物を選んで、もらった。実験者 1はうさぎ

のパペットを用いて、 fうさこ先生jを演じた。

実験者 1は fなわとびJと「ブランコ」の場面

を以下のシナリオに沿って韻じた。実験者 2は

とりのパペットを持ち、「受容」と「非受容jの

場面での幼児の気持ちをインタビューした。各

場詣での実験者と幼児のやりとりはビデオカメ

プラスの影響を与えたと述べている。これは、保 ラに録画された。

育者の鵠きかけが、受容的、共感的、応答的で 芦<場密 lーなわとび①>

あることの重要性を表している O しかし、高橋・ 密接者 1:100 (対象児)ちゃんは、なわとび

普藤 (2005)は、保育者には身体不調、捜性疲 したことある?このたぬきのポンタ

労、イライラ感などのストレス反応のある者が

多く、多忙な職場環境がストレツサーとなって

いることを見出した。鯨悶 (2004)は、保育者

は一人ひとりの思いに添って援助したい気持ち

と、集屈を全体として動かしていかねばならな

い現実とを調和させることに葛藤していると述

君は、いっぱい跳べるよ。 00ちゃ

ん、ポンタ君になってみて。」

対象児:なわとびを跳ぶ。

酉接者1:1そこに、うさこ先生が来ました。ポ

ンタ君、なわとび跳ぶの上手だね。j

面接者 2:受容場面での気持ちに関する質問
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「うさこ先生、ほめてくれたね。。。

ちゃんどんな気持ちがするけ

<場面 1ーなわとび②>

[対象児が、さっきよりも多く跳ぶ。そこに、先

生が遥りかかる。]

面接者 2:rうさこ先生Jを呼ぶよう促す。

対象児:rうさこ先生。J(例)

〔先生は忙しく掠り向くことができなかった。]

面接者 2:非受容的場面での気持ちに関する

開「あれ、うさこ先生、違う友達とお

話していてポンタ君がよんでいるの

気がつかないみたい。 00ちゃんど

うする」

<場面 lーなわとび③>

在百接者1:rポンタ君、ごめんね。お友達が怪我

をしたので手当てしていて、すぐに

えミらnなカミったの。さっき、いっ f:fい

跳んでいたでしょ。先生見てたよ。」

面接者 2:再受容場面での気持ちに関する繋陪

fうさこ先生、気がついたね。。。

ちゃんどんな気持ちがするけ

<場面 2 ブランコ①>

面接者1:rピョンちゃんがブランコに乗って

いました。ポンタ君は、ずっと待っ

て、やっと乗れました。j

対象克:ブランコに人形を乗せ、動かす。

面接者 1:rポンタ君、早くお部屋にきてね。j

面接者 2:非受容的場面の気持ちに関する質問

「ポンタ君、やっとプランコ乗れたの

に、うさこ先生に『はやくって呼

ばれちゃったね。 00ちゃんどうす

るj

<場面 2 プランコ②>

面接者1:r次の征になりましたO ピョンちゃん

が先に乗っていました。ポンタ君は、

待っていてやっと乗れましたJ
対象児:ブランコに人形を乗らせ、動かす。

詣接者1:rポンタ君、ピョンちゃんの次にブラ

ンコ乗ったんだね。ブランコ乗り終

わったらお部屋にきてね。j

面接者 2:受容場面の気持ちに関する質問「ポ

ンタ君、うさこ先生{プランコ乗り終

わったらお部屋にきてねjって言っ

てたね。 00ちゃんどんな気持ちが

するj

III 結果

場面ごとの具体的な行動を記録し、以下に示

したカテゴリーに分類した (Table1)。

場面 1(なわとび)におけるカテゴリーごとの

産数と割合を Table2に示した。受容場面での

人形の動きでは、「親和・ 1志答的愛信表現」が

88%であったのに対し、非受容場面では「動作

停止」、 f場面に却さない動きょ「注意引きJと

いった動きに変わった。その後、再び受容場面

に変わると、「親和応答的愛情表現Jが表現され

ていた。受容場面での幼児は rpositれreな感情J
を表すことが多く、非受容場面では rnegative

な感情Jが比較的多かった。非受容場面に続く

受容場面では、 rpositiveな感情jだけでなく

r negativeな感情jも表現されていた。「活動的

な視線移動jは非受容場面において減少し、代

わって rl疑視j反応、が現れた。再受容場面では

再び増加し、「凝視j反応はなくなった。

「どのような気持ちがしたか」の問答とそれに

要する質問の自数を得点化したものについて、

受容場開と非受容場留で、対応のある t検定を

Tab!e 1 カテゴ1)ーと具体的行動

カ テ ゴ ワ I !l体的行動

渋flJ'((.:'{与制約1<現こJ閥、約きつく

313前j;こI!IJL1ニ動き

}，Jf" I長hll'f字11:

ζ"司 !U
幻ノし

的iiニ泌さない初jさ

;しむ引さ

J>o刈 ìvct~[:己主îN1ぷ見

~e只atin;fジ己主的 J<.JJL

主将VJí!':) T，':制裁絡~VJ

ζ 日 i人形{先'IJをじっとえ絞;するJ
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Table 2 場箆1でのカテゴ1)ーと動きの反応
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行った。その結果、受容場面の方が非受容場面

よりも有意に positiveな気持ちであることが

報告された (t(30)=8.20、ρ<.001)。屈答に要

した時間においては、非受容場面の方が若干多

くなる傾向が認められた (t(30) 1.75、ρ<.1)。

場面 2(ブランコ)におけるカテゴリーごとの

度数と割合を Table3に示した。人形の動きで

ir~-1VJ(J~ lJt ~5tl 
~Ü ヶつ0
川、…り

は、先生がせかす非受容場面においても、従順

に撮る舞う「場面に却した動きJが多かった。非

受容場面の幼児にはrnegativeな感情」とrposi-
tiveな感情jが混在していた。しかし、それに

続く受容場部ではrpositiveな感情」のみが表現

されていた。「活動的な視線移動」は、非受容場

面の方が受容場面よりも若干多かった。
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「どのような気持ちがしたかjの回答では、受

容場面の気持ちの方が非受容場面よりも posi-

tiveであり (t(31) 6.81、ρ<.001)、その回答

に芸きする時間も少なくなる傾向にあった (t

(31) = 1.79、ρ<.1)。

IV 考察

本研究は、幼児の健やかな成長が損なわれな

いようにしていくために、幼児のストレスにつ

いては、様々な視点、からみていく必要があると

いう考えから、保育関や幼稚園などの保育現場

における幼児のストレスと保育者の働きかけに

ついて、研究を進めてきた。その結果、遊びの

場面であっても、保育者の非受容的な態度によ

り、幼児は negativeな感'1寄を表出させ、時には

視線を動かさなくなることが示された。このこ

とから保育者の働きかけにより、幼児がストレ

スと感じることがあることが示唆されたと言え

る。非受容場面で幼児は「住意引きJI場部に郎

さない動きjをすることで、ストレスに対処し

ようとしているのかもしれない。また、幼児の

視線において、受容場面では遊びのイメージを

広げる「活動的視線Jが多いが、非受容場面で

は、先生をじっと見る「凝視j反応が現れた。こ

れは、周りとの関係や遊びを広げることが困難

になっていることを示唆している。一方、場面

が受容的に変化すると、再びpositive感情が引

き出されるものの、 negative感情も残ることも

あることが示された。このようなことから、幼

児のストレスを考える場合、保育者の働きかけ

との関連を見ていくことは重要であるといえ

る。さらに、幼克のストレス皮応の個人差とス

トレス対処能力の発達を視野に入れて、検討す

る必要があると考える。

ストレス反応について、桜井口998)が、幼

党期後期 (4歳以降)になると、「ストレツサーj

→「ストレス反応、jという簡単な図式が見えな

り、「じっとこらえるjという我慢の反応之なる

と述べていた。本研究の結果で示された、幼児

はnegativeな感情を表出させ、時には視縁を動

かさなくなるこという行動も、幼児期後期のス

トレス反応の特徴の一つの表れと解釈できる。

また、嘉数・井上・白若(1994) は、幼児にお

いても、対人関係の中でストレスフルな経験を

することがあることを見出した。小林(2003)の

研究では、幼稚闘の生活において、子どもたち

はさまざまなストレス場面に対峠しているこ

と、対処していることが示された。本研究の結

果でも、これらの研究の結果と…致し、保育者

との対人関係において、幼児がストレスと感じ、

住意引きなどにより、対処していた。

本研究はマクロ的な見方への試みとして条件

設定のある実験を用いた。本研究の結果は、桜

井(1998)の幼児のストレスの特徴と保育者の

自を通して幼児のストレスを測定した小林

(2003)の研究の結果と一致することが多かっ

た。また、保育者の非受容的な態度により、幼

児は negativeな感'簡を表出させ、時には規線を

動かさなくなることが示されたことは、教師は

幼児が精神的に安定するためのよりどころとな

ることが重要であるということをマクロ的に捉

えたとも考えることができる。このようなこと

から、保育の評価や幼児理解の場合にも、マク

ロ的な視点をもつことも有効であると忠われ

る。今後も保育現場の実態をよく観察した上で、

さまざまな場屈で試み、保育の質を評価する

つの方法として検討していきたい。

保育者の働きかけについて、嘉数・井上・白

石(1994)の研究では、サポートは、ストレス

フルの状況において有力な問題解決の手段、ネ

ガティブな感情への緩衝手段として認知され、

サボ…トを求める対象は教師であることが示さ

れた。小林 (2003) は、保育者は子どもが幼稚

園の生活において不挟な情動を感じたとき、良

いサポーターとして掠舞うことが大切であり、

特に、 3、4歳児は対処行動が摂定されているの

で、保育者がストレス場面を察して子ーどもに関

わることが大切であると述べた。教師は幼児と

かかわる中で、幼児の感動や努力工夫などを温
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かく受け止め、励ましたり、手助けしたり、相

談椙手になったりするなど心を通わせながら、

ましい方向に向かつて幼児自らが活動を選択

していくことができるよう、きめ細やかな対応

をしていくことが大切である(文部省、 1999)。

これらのことから、幼児のサポート役は、保育

者が最も重要であると言える。幼児と保育者の

一対ーという関係だけでなく、学級経営として、

保育者がサポート役であることを感じさせ、幼

児に安心!惑をもたせるようにすることが大切で

あると考える。幼児が困難を感じたとき、適切

な保育者の働きかけにより、密難を乗り越え、問

題解決能力をつけることができるような保育が

ましいと考える。一方、鯨岡 (2004) は保育

者の抱く葛藤があると報告している。高橋・

藤 (2005)の研究では、身体不調、慢性疲労、イ

ライラ感などのストレス反応、のある保育者が多

いと示された。幼児の鑓やかな成長を助長する

ためには、保育者自身が十分に力を発揮できる

職場環境作りも必要であると考える。今後は、保

育の質と職場環境の関連についても研究をし、

保育の質を高めるようにしていきたい。
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Preschool Children's Stress and Teacher's Caring Strategy 

Junko TAKAHASHI， Tae HASHIMOTO and Toshimoto SHUTO 

Keywords: preschool children's stress， child-care method， emotion 

In this study， preschool children's stress due to teacher's caring strategies (acceptance or 
手

no-acceptance) were examined. Thirty…four~children were interviewed using hand puppet， and 

their action and verbal responses at two hypothetical situation were col1ected. Their action 

and verbal responses were c1assified into nine categories. Frequency and rate were compared 

among nine categories， and were examined using t…test. Results indicated that preschool 

children's positive emotion were expressed by teacher's acceptant care and negative emotion by 

teacher's no…acceptant one. The results showed preschool children's stress related to caring 

strategy by a teacher. 
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